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みんなでつくるみんなのページ

みんなで

桟さ
ん

橋ば
し

や　

公わ
か
さ
ぎ魚
釣
り
の　

人
だ
か
り

「
鬼
は
外
」　

声
に
つ
ら
れ
て　

妻
外
へ

木
枯
ら
し
の　

吹
い
て
夕
べ
の　

眉
の
月

柚ゆ

子ず

の
香か

を　

体
に
ま
と
い　

夢
見
て
る

年
金
が　

命
の
綱
と　

な
り
て
生
き

秋
ふ
か
き　

自
然
の
じ
ゅ
う
た
ん　

ま
い
上
る

角
を
曲
れ
ば　

目
の
前
に　

雪
の
富
士

一
生
に
一
度　

あ
や
か
り
た
や　

紅も
み
じ葉
樹
海

義は

は母
思
う　

し
ず
か
に
逝
き
し　

雪
の
舞
う

健
さ
ん
と　

や
っ
と
会
え
た
ね　

チ
エ
ミ
さ
ん

紅こ
う
よ
う葉
が　

琵
琶
湖
に
映
え
て　

す
ば
ら
し
い

紅べ
に

ズ
ワ
イ　

蟹
の
絨じ
ゅ
う
た
ん毯　

風ふ
う
ぶ
つ
し

物
誌

笹
の
音　

赤
き
野
イ
チ
ゴ　

手
に
摘
み
て

歌か

の
ご
と
く　

夢
で
会
い
ま
す　

夫ふ

と
の
日
々

健
康
は　

億
の
金
よ
り　

あ
り
が
た
い

柿
の
実
が　

ひ
と
つ
淋
し
く　

木
の
上
に

氷ひ
さ
め雨
降
る　

農
道
裏
に　

梅
開
く

寒か
ん
げ
い
こ

稽
古　

気
合
で
落
ち
る　

氷つ
ら
ら柱
か
な

一ひ
と
り
ご
と

人
言　

心
の
中
で　

楽
し
ん
で
る

二
人
し
て　

ゆ
っ
く
り
伊
勢
に　

礼
参
り

冬
が
来
た　

乾
燥
肌
で　

ガ
サ
ガ
サ
に

生
き
て
い
く　

日
々
の
く
ら
し
に　

静せ
い
ひ
つ謐
の
愛

何
一
つ　

頼
み
事
な
き　

神
の
留
守

寒
空
に　

春
の
夢
か
け　

仕
込
む
簗や
な

10
年
が　

過
ぎ
て
も
な
ら
ぬ　

高
島
市

軒
下
で　

寒か
ん
ぷ
う風
を
受
け
る　

つ
る
し
柿

七
五
三　

平
安
神
宮　

孫
姉
妹

ナ
ビ
買
う
て　

極
楽
探
す　

歳
と
な
り

寝
床
つ
く　

足
が
冷
え
す
ぎ　

寝
ら
れ
な
い

友
見
舞
い　

笑
顔
あ
り
し
で　

癒
さ
れ
し

青
空
に　

ふ
わ
り
気
球
の　

あ
で
や
か
さ

今
年
こ
そ　

羊
カ
ラ
ー
に　

塗
り
替
え
て

朝
日
さ
し　

湖
水
輝
く　

日
本
晴

円
安
が　

物
価
引
き
上
げ　

庶
民
泣
く

節
約
の　

知
恵
も
く
ふ
う
も　

そ
こ
を
つ
き

孫
二
人　

成
人
祝
う　

感
無
量

白
鬚
の　

句く

ひ碑
を
仰
ぐ
や　

綿わ
た

帽
子

秋
く
れ
て　

落
ち
葉
舞
い
散
る　

駅
前
通
り

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

髙
橋　
教
子
（ 

マ
・
沢 

）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

益
本
さ
つ
き
（ 
マ
・
沢 

）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

閑
社　
茂
夫
（
マ
・
中
庄
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

チ
ョ
コ
贈
り　

思
い
を
伝
え
る　

女
性
た
ち

皆
さ
ん
の　

今
年
も
楽
し
み　

５
・７
・５

お
し
ゃ
れ
鳥ど
り　

白
鼻
化
粧　

バ
ン
の
群
れ

ペ
ン
シ
ル
を　

友
と
し
桜お
う
か叶　

未
来
星

あ
と
数
分　

何
よ
り
貴
重　

朝
の
床

消
費
税　

と
ま
と
一ひ
と

ツ
と　

に
ら
め
っ
こ

な
き
母
の　

お
せ
ち
の
味
が　

な
つ
か
し
い

冬
の
朝　

茶
柱
立
ち
て　

出
勤
す

餅
焼
い
た
頃
の　

い
ろ
り
ば
た　

今
は「
チ
ン
」

草
の
呼い

き吸　

深
雪
の
下　

春
を
待
つ

親
子
共　

元
気
飛
躍
を　

ひ
つ
じ
年

元
旦
に　

一
句
浮う
か

ん
で　

年
ふ
や
し

も
ず
な
く
や　

紅
葉
ふ
み
わ
け　

行
く
山
路

柿
熟
れ
て　

去
年
の
枝
に　

足
を
掛
け

寄
せ
植
や　

松
の
根
元
に　

福ふ
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草

あ
ち
こ
ち
と　

豆
飛
ぶ
先
の　

賑
わ
い
や

今
年
又　

元
気
で
年
末　

あ
り
が
た
く

新
雪
に　

新
聞
配
り
の　

靴
の
あ
と

舞
う
雪
の　

彼
方
の
陽
ざ
し　

春
を
呼
ぶ

年
の
暮
れ　

勝
利
の
自
公　

肩
重
し

我
ひ
つ
じ　

や
さ
し
さ
背
負
い　

ま
た
一
歩

紅こ
う

葉よ
う

を　

背
に
し
て
静
か　

栃と
ち
ゅ
う生
村

寒
空
を　

忙
が
し
く
走
る　

選
挙
カ
ー

自
然
界　

一
夜
明
け
れ
ば　

別
世
界

頬
を
さ
す　

風
の
冷
た
さ　

寒か
ん

椿
つ
ば
き

又
一
人　

賀
状
の
名
簿　

削
除
す
る

波
の
花　

岩
も
砕
く
か　

能の

登と

の
海

銀
世
界　

熟じ
ゅ
く
し柿
啄つ
い
ばむ　

黒こ
く
い
っ
て
ん

一
点

鉄
道
の　

音
が
読ど

経き
ょ
うの　

報ほ
う
お
ん
じ

恩
寺

窓
の
外　

し
づ
か
に
雪
降
る　

年
の
暮

仰
ぎ
見
る　

轟ご
う
お
ん音
凄
ま
じ　

熱
気
球

軒
の
花　

お
い
で
や
し
た
と　

言
う
よ
う
に

往ゆ

く
年
に
も　

逝ゆ

き
し
友
に
も　

唯た
だ

感
謝

雪
の
庭　

千
両
・
万
両　

彩い
ろ

添
え
て

夜
ま
わ
り
も　

寒
さ
に
負
け
て　

近
道
を

あ
り
の
ま
ま
の　

声
聞
か
な
く
ち
ゃ　

ダ
メ
よ
ア
ベ

雪ゆ
き
か
こ囲
ひ　

終
え
て
春
待
つ　

針は
り
は
た
さ
と

畠
郷

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

小
和
田
富
枝
（ 

新
・
旭 

）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

岡
田　
芳
子
（ 

マ
・
沢 

）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

髙
沢　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

和
田
阿
也
子
（ 

新
・
旭 

）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

八
木　
　
宏
（ 

高
・
鴨 

）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　2月 25日（水）必着（掲載は 4月号）

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■４月号締切　2 月 25 日（水）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

ホームページ
■３月掲載分締切　2 月 13 日（金）
■掲載料　１か月 10,000 円

お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
分
の
交
通
災
害
共
済
の
加

入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
通
災
害
共

済
は
、
掛
け
金
を
出
し
合
い
交
通
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
お
送
り
す
る
制

度
で
す
。
市
内
在
住
、
ま
た
は
お
勤
め
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
（
年
額
）　
一
人
５
０
０
円

（
１
人
１
口
ま
で
、
二
重
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。）

▼
共
済
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

　
～　
平
成
28
年
３
月
31
日

（
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
途
中
加
入

に
つ
い
て
は
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
効
力

発
生
）

▼
受
付
場
所　
交
通
対
策
課
、
市
民
課
、

　
　
　
　
　
　
各
支
所
（
新
旭
振
興
室
）

▼
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
ご
家
庭
に
配
布

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
対
策
課 

　

（
２
２
）
０
０
５
８

　
高
島
ら
し
い
景
観
を
つ
く
る
た
め
、
景

観
の
形
成
や
景
観
計
画
に
関
し
て
、
必
要

な
こ
と
を
調
査
・
審
議
す
る
景
観
審
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
３
人
以
内

▼
任
期　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
の
２
年
間

▼
募
集
期
限　
２
月
16
日
（
月
）
17
時

▼
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
景

観
形
成
に
知
識
、
経
験
ま
た
は
関
心
が
あ

り
、
か
つ
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。

　
た
だ
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
未
満
の
方
、
当
市
の
審
議
会
等
の
公

募
に
よ
る
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
る
方
な

ら
び
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
お

よ
び
職
員
は
除
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法　
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、「
高
島
市
の
景
観
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

文
（
８
０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）
を
添

え
て
、
郵
送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
よ

り
都
市
計
画
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
の
入
手
先　
都
市
計
画
課

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
課

　

（
２
２
）
０
９
０
４

　
平
成
26
年
度
・
27
年
度
の
入
札
参
加
資

格
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
市
内
業
者
の
方

を
対
象
に
、
平
成
27
年
度
分
の
追
加
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
申
請
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
２
月
９
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

　
※
水
曜
日
お
よ
び
閉
庁
日
は
除
く

▼
受
付
時
間　
９
時
～
17
時

▼
受
付
場
所　
市
役
所
本
庁
２
階

　
　
　
　
　
　
契
約
検
査
課

契
約
検
査
課　

　

（
２
５
）
８
５
０
１

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

《
積
立
方
式
の
年
金
で
す
》

　
自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収

入
を
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
、
そ

の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方

式
の
年
金
で
す
。

※
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
通
常
加
入
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
千
円
単
位
で
選
択

で
き
ま
す
。

《
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
つ
き
》

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加

入
者
・
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業

者
老
齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
（
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
方
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
》

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
な
ど
の
年
金
資
産
の
運
用
益
は
非

課
税
で
す
。
さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農

業
者
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
公

的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
２
５
）
８
５
１
３

交
通
災
害
共
済
に

　
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

景
観
審
議
会
委
員
（
公
募
委
員
）

を
募
集
し
ま
す
！

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か
！

平
成
27
年
度 

高
島
市
建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
申
請
を

追
加
で
受
け
付
け
ま
す

282015. ２月号29 2015. ２月号



nformationI 暮らしの情報

nformationI …問い合わせ先　 …申し込み先　応…応募先　 …電話番号　 …ファックス番号　　　　　　　 …メールアドレス　 …ホームページアドレス

有
料
広
告

　
平
成
27
年
度
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票

所
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
の
内
容

募集
種別
期
日
前
投
票

の
立
会
人

選
挙
当
日
の

立
会
人

立会場所

本
庁
お
よ
び

支
所
に
設
置

す
る
期
日
前

投
票
所

立
会
人
の
属

す
る
投
票
区

投
票
所

仕事
内容
投
票
所
で
投
票
が
公
正
か
つ
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応募
資格
高
島
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方

立会い
の日
期
日
前
投
票

期
間
の
う
ち

指
定
す
る
日

投
票
日
当
日

立会時間

午
前
８
時
30

分
～
午
後
８

時

午
前
７
時
～

午
後
８
時

（
一
部
投
票
所

閉
鎖
時
刻
の

繰
上
げ
あ
り
）

報酬額

１
日
あ
た
り

９
，
５
０
０
円
１
日
あ
た
り

１
０
，
７
０
０
円

▼
応
募
期
限　
２
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
選
任
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
立
会
い
日
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
か
ら
指
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
２
５
）
８
０
０
０

　
第
10
回
高
島
市
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
の
参
加
者
と
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
８
日
（
日
）
９
時
～

▼
場
所　
箱
館
山
ス
キ
ー
場

▼
対
象
者　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▼
競
技
部
門

【
ア
ル
ペ
ン
の
部
】

　
○
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
一
般
の
部
・
中
学
生
の
部
・
小
学
生
の
部

　
○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　
　
女
子
の
部
・
男
子
の
部

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
】

　
○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
一
般
の
部
・
中
学
生
の
部
・
小
学
生
の
部

　
○
リ
レ
ー

　
　
中
学
生
の
部

▼
競
技
会
の
参
加
料

　
　
　
一　
　
　
般　
５
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
無
料

　
（
た
だ
し
、
駐
車
場
代
は
参
加
者
負
担
）

※
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
駐
車
場
代
、

ゴ
ン
ド
ラ
・
リ
フ
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼
申
込
締
切　
２
月
27
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
体
育
協
会
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
参
加
申
込
書
は
、
体
育
協
会

事
務
局・各
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・

高
島
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
（
安
曇
川
総
合
体
育
館
内
）

　

（
３
２
）
３
１
８
０

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

市
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

参
加
者
・
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
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今
年
も
３
月
８
日（
日
）に「
２
０
１
５

今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
に
ち
な
ん
だ
文
芸
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
展
示
作
品　
写
真
・
絵
画
・
彫
刻
・
俳

句
・
染
物
な
ど
「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
に
ち
な

ん
だ
作
品

▼
期
間　
３
月
１
日
（
日
）
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

 

31
日
（
火
）
16
時

▼
場
所　
琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館

▼
応
募　
展
示
希
望
者
は
、
３
月
１
日

（
日
）
９
時
～
10
時
に
会
場
へ
作
品
を
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

▼
種　
類

○
臨
時
講
師　
臨
時
に
任
用
す
る
常
勤
の

　
講
師  

○
非
常
勤
講
師　
週
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ

　
め
定
め
ら
れ
た
時
間
、
教
科
・
科
目
の

　
授
業
の
み
を
行
う
非
常
勤
の
講
師

▼
応
募
資
格

・小
学
校
教
諭
、中
学
校
教
諭
、養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
普
通
免
許
状
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
免
許
状
取
得
見
込

み
の
方
も
含
む
）（
免
許
更
新
手
続
き
が

完
了
し
て
い
る
方
）

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
勤
務
に
耐
え
得

る
方

▼
応
募
期
間　
随
時　
　
　
　
　
　
　
　

▼
応
募
方
法　
志
願
書
と
教
員
免
許
状
の

写
し
を
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
、
ま
た
は
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事

務
局
教
職
員
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
、
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
。

※
志
願
書
の
提
出
に
よ
り
滋
賀
県
講
師
志

願
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

学
校
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
７
１

住
み
や
す
い
地
域
を
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
！

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
送
迎
を
お
願
い
し

た
い
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ

し
い
な
ど
、
子
育
て
中
の
人
た
ち
の
そ
ん

な
願
い
に
応
え
る
た
め
、「
高
島
市
フ
ァ

ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
」
と
、「
子

育
て
支
援
グ
ル
ー
プ　
サ
ン
サ
ン
」
が
共

同
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
、
子
育
て
を
手

伝
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

▼
講
座
の
期
日
と
内
容

２／７
（土）
・
心
の
発
達
と
保
護
者
の
関
わ
り

・
安
全
・
事
故
、
小
児
安
全
法

２／ 14
（土）
・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り

・
小
児
看
護
の
基
礎
知
識

２／ 28
（土）
・
子
ど
も
の
世
話
へ
の
ケ
ア
と
援
助

・
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活

３／７
（土）
・
保
育
の
心

・
子
ど
も
の
遊
び

３／ 14
（土）
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

・
身
体
の
発
育
と
病
気

▼
時
間　
９
時
45
分
～
15
時

▼
場
所　
高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

　
※
２
月
７
日
の
み
「
や
す
ら
ぎ
荘
」

▼
定
員　
20
人　

▼
受
講
料　
無
料

　
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
料
理
の
お
も

し
ろ
さ
、
み
ん
な
で
食
べ
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
仲
間
と
一
緒
に
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　
調
理
の
基
本
か
ら
学
習
す
る
の
で
、
初

め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
料
理
に
関

心
の
あ
る
男
性
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　
市
内
在
住
の
男
性

▼
定
員　
５
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
前
期
分　
３
，
０
０
０
円

▼
申
込
締
切　
２
月
27
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
電
話

安
曇
川
・
男
の
料
理
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
会
長　
藤
田
剛
志
さ
ん
）

　

（
３
２
）
３
６
４
０

安
曇
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

（
３
２
）
４
４
１
３

※
未
就
学
児
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
１

週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。）

高
島
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　
た
す
け
あ
い
高
島

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
元
気
な
仲
間
）

　

（
３
３
）
７
８
０
５

　
（
受
付
）
火
～
土
、
10
時
～
17
時

せ
く
だ
さ
い
。

今
津
ザ
セ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
今
津
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン

タ
ー
内
）　

（
３
３
）
７
１
５
５

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
開
催
し
ま
す

滋
賀
県
公
立
小
・
中
学
校

講
師
を
募
集
し
ま
す

２
０
１
５
今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
文
芸
作
品
の
募
集

安
曇
川
・
男
の
料
理
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
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▼
参
加
費　
一
般　
１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
会
員　
１
回　

   

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
５
７
５
７

　

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

①英語サロン中級 ②韓国語サロン

日程 ２月７日（土）
　・21 日（土）

２月 10 日（火）
　　  ・24 日（火）

会場 今津東コミュニティセンター

講師 ケビン・
ディーガン先生 坂口直美先生

時間
①９時 30 分～
　　　10 時 30 分
② 10 時 45 分～
　　　11 時 45 分

10 時～
11 時 30 分

催　
し

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
っ
て
、
雪
の
森
へ

出
か
け
ま
す
。
午
後
か
ら
は
冬
芽
＆
か
づ

ら
の
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
お
や
つ
に
栃
餅
も

　
皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
４
０
０
人

▼
応
募
資
格　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

で
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
県
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

・
県
政
に
関
心
を
持
ち
モ
ニ
タ
ー
活
動
を

遂
行
で
き
る
方

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
サ
イ
ト

の
閲
覧
や
メ
ー
ル
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
が
で
き
る
方

▼
委
嘱
期
間　
平
成
27
年
４
月
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
３
月
31
日

▼
活
動
内
容

①
県
か
ら
お
願
い
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回
答

②
県
政
に
関
す
る
意
見
や
提
案
の
提
出

▼
応
募
方
法　
滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

U
RL

：https://s-kantan.com
/

pref-shiga-u/

▼
募
集
締
切　
２
月
13
日
（
金
）
17
時

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
２

月
下
旬
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

滋
賀
県
広
報
課　

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
０
４
６

２
月
７
日

（
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
日
）

に
発
酵
に
関
す
る
講

演
会
を
同
時
開
催
！

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
他
谷
昌
子
さ
ん

の
プ
ラ
ン
「
発
酵
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
発
酵
す
る
ま
ち
、
高
島
」
の

魅
力
を
学
ぶ
た
め
９
月
に
開
講
し
た
、
た

か
し
ま
発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
を

記
念
し
て
、
松
井
徳
光
学
長
（
武
庫
川
女

子
大
学
教
授
）
か
ら
「
高
島
の
ま
ち
づ
く

り
と
発
酵
食
品
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
発
酵
」
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
！

　
高
島
の
将
来
を
魅
せ
る
講
演
会
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
時　
２
月
７
日
（
土
）
13
時
～
16
時

▼
会
場　
高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

▼
定
員　
２
０
０
人　
　

▼
参
加
料　
無
料

▼
内
容　

【
第
１
部
】

《
た
か
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
》

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
受

　
賞
者
表
彰
式
、
事
業
プ
ラ
ン
発
表

【
第
２
部
】

《
た
か
し
ま
発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
式
》

　
卒
業
証
書
授
与
、
基
調
講
演
、
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
【
注
】
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
日

　
　
　
（
２
月
５・６・７
日
）
と
は

　
滋
賀
県
の
伝
統
的
な
発
酵
食
品
で
あ

る
『
鮒
ず
し
』
は
、
琵
琶
湖
の
固
有
種

で
あ
る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
旬
を
迎
え
、
最
も

美
味
し
く
な
る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
「
に
ご
ろ
ぶ
な
＝
２・
５・
６・
７
」

と
語
呂
を
合
わ
せ
、
市
の
記
念
日
と
し

て
制
定
す
る
と
と
も
に
、
日
本
記
念
日

協
会
の
記
念
日
登
録
を
受
け
た
も
の
で

す
。高

島
市
産
業
連
携
推
進
協
議
会

 　
（
高
島
市
商
工
会
内
） 

　

（
３
２
）
１
５
８
０ 

平
成
27
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

の
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

「
た
か
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
た
か
し
ま
発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ
ジ

卒
業
式
」
を
同
時
開
催
！

森
の
観
察
会  

～
か
づ
ら
～

銀
世
界
の
森
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ラ
イ
ン
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

Ｈ
26
年
度　
高
島
市
協
働
提
案
事
業

　
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表

や
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。
芸
能
発
表
会

当
日
は
か
や
く
ご
飯
、
手
打
ち
そ
ば
、
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
模
擬
店
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
、
お
知
り
合
い
な
ど
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
芸
能
発
表
】

▼
日
時　
２
月
22
日
（
日
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
（
予
定
）　　
　
　

▼
内
容　
日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ギ
タ
ー
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ヨ
シ
笛
、
ゴ
ス
ペ
ル
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
等

【
作
品
展
示
】

▼
期
間　
２
月
22
日
（
日
）
～
28
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

　
　
　
　
※
23
日
（
月
）
は
休
館

▼
内
容　
陶
芸
、
木
工
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

　
　
　
　
ン
ジ
メ
ン
ト
、
押
し
花
等

▼
場
所　
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

　

（
３
４
）
１
３
２
０

「
水
田
農
業
の
展
望
を
考
え
る
」

　
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
大
に
加
え
て
、
昨
年
の
米
価
下
落
や

あ
り
ま
す
よ
。

▼
日
時　
２
月
21
日
（
土
）
10
時
～
15
時

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
30
人

▼
内
容　
９
時
30
分　
受
付（
や
ま
ね
館
）

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
散
策
、
ク
ラ
フ
ト

▼
参
加
費　
大
人　
１
，
０
０
０
円　

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
５
０
０
円

　
※
昼
食
は
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
申
込
締
切　
２
月
18
日
（
水
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

▼
そ
の
他　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。森

林
公
園
く
つ
き
の
森　

　

（
３
８
）
８
０
９
９

　

（
３
８
）
８
０
１
２

　

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

水
田
交
付
金
の
半
減
な
ど
に
よ
り
、
担
い

手
農
家
の
経
営
は
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
国
で
は
お
お
む
ね
10
年
後
を
見
通
し

た
農
業
施
策
の
方
向
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
検
討
の
と
り
ま
と
め
役
を
さ
れ

て
い
る
東
京
大
学
大
学
院
・
中
嶋
康
博
教

授
を
招
き
、
高
島
農
業
振
興
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
や
集
落
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
日
時　
２
月
22
日（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　
ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

　
◯ 

子
ど
も
ア
グ
リ
図
画

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
◯ 

話
題
提
供　
「
今
年
の
米
づ
く
り
に

　
　
つ
い
て
」、「
米
政
策
の
方
向
」

　
◯ 

記
念
講
演

　
　
「
こ
れ
か
ら
の
水
田
農
業
を
考
え
る

　
　
ー
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

　
　
計
画
の
課
題
ー
」

　
　
（
講
師
）
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策

審
議
会
企
画
部
会
長　
中
嶋
康
博
氏

▼
参
加
費　
無
料

高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー

　

（
２
２
）
３
１
７
８

ク
サ
ー
ビ
ス
が
ご
く
普
通
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
悪
意

の
あ
る
ア
プ
リ
に
攻
撃
さ
れ
て
個
人
情
報

が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
一
方
で
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
疲
れ
」
の
よ
う
な
問
題
も

起
こ
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、人
気
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
安
全
・
安
心
に
使
う
た
め

に
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
や
、
利
用
の
ヒ

ン
ト
を
学
び
直
し
ま
す
。 

ま
た
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
法
に
つ
い

て
も
お
さ
ら
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
25
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
19
時
30
分
～
21
時

▼
場
所　
働
く
女
性
の
家

▼
対
象　
市
民

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
ち
物　

W
i-Fi

が
つ
な
が
る
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
２
月
21
日
（
土
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ネ
ッ
ト

　
　
　
び
わ
湖
高
島

　

 

０
５
０
（
３
６
３
５
）
９
２
３
１

　

 

０
５
０
（
３
７
３
０
） 

４
８
２
７

第
38
回  

高
島
農
業
振
興
大
会

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ネ
ッ
ト
活
用
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
い
こ
な
す
！
」

高
島
コ
レ
カ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

「
高
島
で
仕
事
を
作
ろ
う
会
議
」

　
若
者
が
生
活
し
て
い
く
に
は
「
仕
事
」
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

湖西地域の文化情報

 「このまちだから、実現できる、舞台がある」
　市制 10 周年を記念し、市民音楽祭とさとやま劇場がドッ
キング！
　高島市に“あるもの”で、高島市に“しか”できない舞台
をお届けします。ご期待ください！
　開場時間内に、ロビーコンサートやパネル展示も行います。

※この事業は宝くじの助成を受けて開催しています。

●…料金　５００円（全席自由）

高島市制 10 周年記念

13 時 30分開演
今回で 10 回目のステージ、そして、ひ
な祭りジャズコンサート最後のステージ
は、ビッグベルとスイートベルが全力で
熱い演奏をお届けします。応援ゲストに
は京都コンポーザーズジャズオーケスト
ラを迎え、魅惑的なライブをお聴かせし
ます !!

全席自由

ひな祭りジャズコンサート・
ファイナル

高島市民会館

高島市民会館　 （22）1764

一　　般
高校生以下
当日各２００円増

　1,000 円
　500円

・ 高島市文化ホール　 …（32）2461

朽木資料館　 （38）2339

●常設展示
朽木の歴史にふれる
朽木陣屋と木地師の紹介９時～ 16時 30分

常設展示
朽木資料館

高島市制 101010 周年記念周年記念周年記念周年記念周年記念

in 高島市民会館

藤樹の里文化芸術会館

13 時 30分開演

音楽療法士、岡本仁司さんによるピアノ
弾き語りコンサート。リクエストにもお
応えします！

懐かしいメロディを。おしゃべりとともに。
昭和のうたピアノ弾き語りコンサート

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461入場無料
全席自由

13 時 30 分
開演

３ 日15

・ 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

♪参加資格　８人以上の合唱団
♪演 奏 曲　課題曲「琵琶湖周航の歌」、
　　　　　　自由曲　※曲数は問いません。
♪演奏時間　８分以内
♪参 加 料　一般１０，０００円、
　　　　　　児童合唱団、小中高校　５，０００円
♪申込締切　２月 28 日（土）

第 19 回「琵琶湖周航の歌」音楽祭
合唱コンクール　参加団体募集！

高島市市民劇実行委員会　 …（32）2461

市民劇２０１６（予定）の題材を募集！
　２０１６年に上演を予定している市民劇の題材を、市
民の皆さんからも公募します。高島市として語り継ぎた
い地域の人物や物語、これからの高島市のまちづくりに
参考になる話題や出来事など、市民劇として舞台化を目
指す題材をご提案ください。提案いただいた内容を参考
にさせていただき、実行委員会で協議して決定します。
●応募締切　２月 28 日（土）

６月 28 日日
10 時

開演予定

企画展

９時～ 16時 30分

●企画展
古雛展
市内の家庭で飾られていた昔のお雛様を
展示します。

高島の歴史と風土に出会える
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

●常設展示

高島歴史民俗資料館

企画展

９時～ 16時 30分

●企画展
明治・大正の教科書展
明治～大正時代に市内の小学校で実際に
使われていた教科書を展示します。

マキノの生活文化を伝える
●常設展示

マキノ資料館　 （27）1484

マキノ資料館

10 時～ 17時 30分

安曇川町田中 426　 （32）0150

「◎何コレ !?（考現学入門）
    arte ×日花滋子×
  　100 余人の作家たち」

７時～ 21時

今津サンブリッジホテル

今津サンブリッジホテル　 （22）6666

「高島市美術協会会員
  作品展」

10 時～ 22時

「草木染織　きさらぎ展」

「さをり仲間展」

今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414
※最終日　16時まで

小林斐子

さおり広場ジョイ

13 時 30分開演

13時 30分開演

マキノ土に学ぶ里研修センター
中ホール

高島公民館アイリッシュパーク
小ホール

藤樹書院・良知館内　ＮＰＯ法人高島藤樹会
　 （32）0150

藤樹さんをもっと身近に知っていただきた
い。この映画は私たちに人間の生き方を問
い直す絶好の機会を与えてくれます。大人
から子どもまでぜひお楽しみください。

高島藤樹会設立 10周年記念事業
中江藤樹・心のセミナー
映画「近江聖人中江藤樹」
鑑賞会

鑑 賞 無 料

※最終日　12時まで

２/ 10火
３/ 10火

3/ 1日

2/18水

2/18水

3/29 日

3/29 日

入館無料月・火・祝日
…休

入館無料月・火・祝日
…休

入館無料月・火・祝日
…休

2/1日～28土

鑑 賞 無 料無　休

3/7 土

3/8 日

ギャラリー Cafe Cozy
2/1日～14 土
2/15日～28土

2/10火～15日

鑑 賞 無 料火・休

鑑 賞 無 料無　休

ギャラリー 藤乃井

nformationI 暮らしの情報

nformationI

相　談 日　時 場　所 内　容

女性の悩み相談室
市民協働課

　 （25）8526

２月
４日・18 日（水）
14 日・21 日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分
※相談時間一人 50 分以内

働く女性の家

（４日は旧新旭
公民館）

　「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな
…」と思わずどんなお悩みでも気軽にご相談ください。
市外から女性カウンセラーを迎え、あなたにあった解
決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２

不動産に関する
無料相談会

生活相談課
　 （２５）８１２５

２月７日（土）
10 時～ 16 時

（受付）
　15 時 30 分まで

高島市観光物産
プラザ３階

　空いている土地の有効活用、不動産売買、相続な
どのご相談にお答えします。
▼申込方法　事前にご予約ください。（予約優先）
　予約電話　０７７（５２６）１１７２
　　　（滋賀県不動産鑑定士協会）平日９時～ 17 時

特設人権なんでも
相談所

人権施策課
　 （25）8524

２月 18 日（水）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？
　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談ください。
※予約は不要です。

高島行政なんでも
相談所

滋賀行政評価事務所
　 行政相談課
　   077（523）1100

生活相談課
　 （２５）８１２５

２月 20 日（金）
13 時 30 分～ 16 時

（受付）
　13 時～
　　15 時 30 分

高島市観光物産
プラザ３階

　暮らしに身近な相談をお受けしています。
▼参加機関と相談内容
　滋賀県………………県の行政全般
　高島市………………市の行政全般
　滋賀県司法書士会…登記、相続、多重債務、成年後見等
　滋賀県行政書士会…遺言書、遺産分割協議書等の書き方等
　行政相談委員、滋賀行政評価事務所…行政全般
※予約は不要です。

ひとり親家庭の方へ
出張就労相談

子育て支援課
　（25）8136

２月 26 日（木）
13 時～ 16 時
※相談時間一人 50 分以内

市役所本庁

就労意欲のあるひとり親家庭のお母さん、お父さん
に、就職活動に関する不安や就労に伴う悩み、困り
ごとなどを滋賀県母子家庭等就業・自立支援センター
のプログラム策定員が一緒に考え、サポートします。
▼申込方法　事前に子育て支援課までご予約ください。
※当日以外でもご要望があれば随時ご相談を受け付
　けています。

一日年金相談所

保険年金課
　 （２５）８１３７

２月 26 日（木）

　10 時～ 16 時
安曇川公民館

▼申込方法　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※定員になり次第、締め切ります。

が
必
要
で
す
。
高
島
に
あ
る
様
々
な
資
源

や
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て「
起
業
」や「
新

し
い
取
り
組
み
」
を
し
た
い
人
、
そ
う
し

た
人
た
ち
を
応
援
し
た
い
人
た
ち
の
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
東
京
で
多
く
の
起
業
者
に
対
し
て
、
リ

ス
ク
を
乗
り
越
え
て
、
事
業
を
成
功
に
導

い
て
こ
ら
れ
た
平
井
俊
旭
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、地
方
で
の
「
暮
ら
し
」
や
「
起
業
」、

「
し
た
い
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
」
の
や
り

が
い
や
厳
し
さ
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
、

高
島
で
の
「
起
業
」
の
可
能
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
18
時

▼
場
所　
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
お
知
ら

せ
の
上
、
企
画
調
整
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

企
画
調
整
課

　

（
２
５
）
８
１
１
４

　

（
２
５
）
８
１
０
１

　

 kikaku@
city.takashim

a.lg.jp

相　談（秘密厳守・相談無料）
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平成 26 年12月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 26年 12月１日から 12月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５１，６３２人……（……－34）
５２，１１６人（－518）

５１,５９８人

２０,１６１世帯

２５,２０１人
２６,３９７人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

納付のお知らせ２月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

12 月 13 日受け取りの年金から天引きされます。
項　目 期　別 納期限

国民健康保険税（普通徴収） 第 11 期

3 月 2 日
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 11 期

後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 8 期

水道料金（12月～1 月使用分） 2 月 期

37 2015. ２月号

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー

2 月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

今 津 図 書 館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 話 休 休 話 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 話 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休

新 旭 図 書 室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 話 話 休 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 話 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

司書の
　

『父・マッサンの遺言』
竹鶴孝太郎 / 監　（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

日本のウイスキ－の父、「マッ
サン」こと竹鶴政孝がどのよう
な人生を送ったのかが本書でよ
く分かります。
息子・孫の目線から語られる
マッサンに更なる魅力を感じま
す。

服の選び方や着こなしのコツが
わかりやすくＯＫとＮＧの写真
つきでアドバイスされていま
す。着こなしに困った時の参考
にして、いつまでもおしゃれを
楽しみたいですね！

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
◯安曇川図書館　（現行）火曜日　⇒　（４月から）月・火曜日
◯今津図書館　　（現行）木曜日　⇒　（４月から）水・木曜日

『60 代からの着こなしレシピ
……　大人の素敵なファッション教えます』

佐藤恵子 / 著　（ブテッィク社）

「世界中のこどもみんなに平和
としあわせを」と願い描かれた
いわさきちひろの作品とちひろ
美術館が所蔵している日本およ
び外国の絵本作家の作品が紹介
されています。絵をみていると、
心が癒されますよ。

『まるごと　ちひろ美術館　
……　　世界で最初の絵本美術館』

高橋明也 / 監　ちひろ美術館 / 編　（東京美術）

今月のおすすめ

催し物のお知らせ ２月

※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成長期の女子はダイエットも気
になるところですが、将来の女
性としての健やかな体作りの
ベースが、今の過ごし方にかかっ
ています。特にアスリ－ト女子
は食事と栄養について理解して
日頃の部活動に励みましょう。

海老久美子 / 著（ベ－スボ－ル・マガジン社）
『女子部活食』

『ジャパン・ディグニティ』
高森美由紀 / 著　（産業編集センター）

　日本が誇る伝統工芸の中でも、漆
し っ き

器は
海外で「ジャパン」と呼ばれ、その名は
広く知られています。この本は、それぞ
れに葛藤を抱えながら、津

つ が る ぬ り
軽塗に情熱を

傾ける父と娘の姿を描いています。
　娘の美也子は、仕事で悩み、生きづら

さを感じています。津軽塗職人である父は、漆
うるし

に没頭す
るあまり生活を省みず、そんな父に愛想を尽かした母は
出て行ってしまいます。美也子は仕事を辞め、工房で父
を手伝う内に漆に魅せられ、津軽塗の世界で生きる決心
をします。地道に打ち込む美也子に、オランダで行われ
る工芸品展への出品の誘いがあり、受けることにします
が・・・。完成までに五十回程も塗りと研ぎを繰返し、
一日二工程が限度の津軽塗。手軽で安価な食器が好まれ
る昨今、手間暇かけて作られた漆器に触れたい気持ちに
なる本です。（M・K）

図書館名 内　　　容 開　催　日　時

マキノ図書館 西田哲学学習会 21日（土）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

今津図書館

かけはし
「金曜午後の朗読会」

13日（金）
14 時～ 15 時

エントランス展示
「作品展示」

1日（日）～ 28日（土）
　開館時間中

Recommended……Bookイチオシ本

362015. ２月号



382015. ２月号

発
行
▼ 

高
島
市　
　

編
集
▼ 

政
策
部
秘
書
広
報
課

〒
５
２
０-

１
５
９
２  

滋
賀
県
高
島
市
新
旭
町
北
畑
５
６
５
番
地

０
７
４
０
（
２
５
）
８
０
０
０
㈹

h
ttp
://w

w
w
.city.ta

ka
sh
im
a
.lg
.jp

t-in
fo
@
city.ta

ka
sh
im
a
.lg
.jp

122

平成27年

月号
181

2

不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

▼窓口だよりコーナーに高島市
の人口が書いてあるのをご存じ
でしょうか？　見ていただくと

だいたい一年間で５００人は減っているこ
とがわかります。市では、人口減少対策に
向け、移住・定住の取り組みや勉強会を開
いています。P34 に関連情報があります
のでぜひご覧ください。▼表紙は成人式の
様子。熱のこもった誓いの言葉や式の雰囲
気など素晴らしい式でした。新成人の皆さ
ん、学業や仕事、夢に向かってがんばって
ください。そして、できればふるさと高島
に根付いて、若い力でまちを盛り上げてい
ただければと思います。（S)

　
県
内
有
数
の
多
雪
地
帯

　
高
島
市
は
県
内
の
他
市
に
比
べ
て
も

寒
冷
で
積
雪
の
多
い
地
域
で
す
。「
弁

当
忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
と
お
り
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に

か
け
て
は
、「
高
島
し
ぐ
れ
」
と
呼
ば

れ
る
し
と
し
と
雨
が
よ
く
降
り
ま
す
。

本
格
的
に
冬
に
な
れ
ば
雪
の
日
が
多

く
、
積
雪
量
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
昔

か
ら
、
市
の
南
部
で
は
全
く
雪
が
な
い

の
に
、
北
部
で
は
１
ｍ
を
超
え
る
積
雪

と
い
う
極
端
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
中
で
も
マ
キ
ノ
町
北
部
は
、
冬
期

に
雪
雲
が
上
空
を
通
過
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
に
、
県
内
で
も
有
数
の
多
雪
地

帯
で
、
降
雪
期
間
が
長
く
、
根
雪
の
残

る
期
間
も
長
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
地
形
を
利
用
し
た
雪
積
み
場

　
大
村
進
氏
の
著
書
『
マ
キ
ノ
町
の
民

俗-

白
谷
の
歴
史-

』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版
株
式
会
社
・
２
０
０
５
年
）
に
よ
る

と
、
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
の
第
２
ゲ
レ
ン

デ
が
あ
っ
た
付
近
は
、
旧
牧
野
村
の
入

会
地
で
ホ
ト
ロ
山（
刈
干
場
と
も
い
う
）

北
牧
野
の
雪
積
み
場

北
牧
野
の
雪
積
み
場

に
な
っ
て
い
て
、
夏
に
草
を
刈
る
の
で

冬
期
は
草
木
の
な
い
き
れ
い
な
斜
面
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
山
裾
に
、
急
斜
面

を
利
用
し
て
大
き
な
「
雪
積
み
場
」
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
さ
は
お
よ
そ
15

ｍ
四
方
、
高
さ
は
４
ｍ
以
上
も
あ
り
、

断
熱
の
た
め
に
周
囲
の
内
側
と
外
側
に

は
大
き
な
石
で
２
重
の
石
垣
を
積
み
、

出
し
口
は
人
が
通
れ
る
よ
う
に
２
か
所

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
雪
だ
る

ま
を
作
る
要
領
で
、
山
の
上
か
ら
急
斜

面
に
沿
っ
て
、
最
初
は
小
さ
な
雪
の
塊

を
落
と
す
と
、
転
げ
落
ち
て
い
く
ほ
ど

に
固
く
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ

牧野スキー場
（大正７年２月発行の絵葉書より）

れ
を
麓ふ
も
とで
、
袋
を
広
げ
た
よ
う
に
待
つ

雪
積
み
場
で
受
け
止
め
ま
す
。
集
め
ら

れ
た
雪
は
藁わ
ら

屑く
ず

な
ど
が
混
じ
ら
な
い
よ

う
布
で
作
っ
た
草わ
ら
じ鞋
を
履
い
て
踏
み
固

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を
冬
の
間

に
何
度
も
繰
り
返
し
、
雪
積
み
場
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
込
み
ま
す
。
村
里
の
雪
は

水
分
を
含
ん
で
い
て
重
い
の
で
、
貯
蔵

す
る
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

固
く
踏
み
し
め
た
雪
積
み
場
の
上
に
、

茅か
や
で
屋
根
を
厚
く
葺ふ

き
ま
す
。
茅
葺
き

の
屋
根
は
熱
を
あ
ま
り
通
さ
な
い
た

め
、
夏
で
も
涼
し
い
そ
う
で
す
。

朝
廷
に
も
献
上
さ
れ
た
？  

雪
の
浜
出
し

　
７
月
頃
に
な
る
と
、
雪
積
み
場
で
貯

蔵
し
た
氷
の
よ
う
に
固
い
雪
を
の
こ
ぎ

り
で
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
出
し
、
菰こ
も

（
植
物
繊
維
を
編
ん
で
作
っ
た
敷
物
）

に
包
ん
で
出
荷
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
雪
の
浜
出
し
」
と
呼
ば
れ
、
今
で
も

牧
野
に
残
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。
当
時

は
海
津
の
湊み
な
と（
マ
キ
ノ
町
）
か
ら
朝あ
さ
づ
ま妻

の
湊
（
米
原
町
）
ま
で
湖
上
を
船
で
運

び
、
こ
こ
か
ら
定
期
便
で
坂
本
や
大
津

港
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
朝
妻
の
筑ち
く
ま摩
に
は
朝
廷
の
御み

厨く
り
（
神し
ん

饌せ
ん
の
材
料
を
献
納
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
所
領
）
が
置
か
れ
て
い
て
、
朝
廷

に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
が
残
っ
て

い
ま
す
。
当
時
の
牧
野
村
か
ら
も
何
ら

か
の
物
品
が
納
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明
ら
か
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　　
自
然
と
共
生
し
た
先
人
の
智
恵

　
冷
房
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
暑
い

季
節
に
得
ら
れ
る
氷
や
雪
は
大
変
貴
重

な
も
の
で
し
た
。
雪
積
み
場
の
跡
は
、

昭
和
47
年
の
上
原
林
道
造
成
工
事
の
際

に
、
残
念
な
が
ら
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
積
雪
量
の

多
い
厳
し
い
環
境
で
、
大
変
な
労
力
を

伴
い
な
が
ら
も
、
逆
に
こ
れ
ら
を
活
用

し
て
貴
重
な
品
を
造
り
出
す
技
術
は
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。
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